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平成 23 年８月期及び平成 24 年２月期の運用状況の予想に関するお知らせ 
 

平成 23 年８月期（第 11 期：平成 23 年３月１日～平成 23 年８月 31 日）及び平成 24 年２月期（第 12 期：平

成 23 年９月１日～平成 24 年２月 29 日）における日本アコモデーションファンド投資法人（以下「本投資法人」

といいます。）の運用状況の見通し（予想数値）は、下記のとおりとなりますのでお知らせいたします。 

 なお、平成 22 年 10 月 18 日に公表しました平成 23 年２月期（第 10 期：平成 22 年９月１日～平成 23 年

２月 28 日）の運用状況の予想については、本日現在変更はありません。 

 

記 

 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

１口当たり

分配金（利益

超過分配金

は含まない） 

１口当たり

利益超過分

配金 
 

平成 23 年８月期 百万円 百万円 百万円 百万円 円 
－ 

（第 11 期）  7,461  3,366  2,551  2,550  13,000 

平成 24 年２月期 百万円 百万円 百万円 百万円 円 
－ 

（第 12 期）  7,456  3,402  2,649  2,648  13,500 

平成 23 年８月期： 予想期末発行済投資口数 196,178 口   

平成 24 年２月期： 予想期末発行済投資口数 196,178 口   

【注記】 

 １．上記予想数値は「平成 23 年８月期及び平成 24 年２月期 運用状況の予想の前提条件」の下に算出した現

時点のものであり、今後の不動産等の取得又は売却、不動産市場等の推移、本投資法人を取り巻くその他

の状況の変化等により、実際の営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益及び１口当たり分配金は変動

する可能性があります。また、本予想は分配金の額を保証するものではありません。 

 ２．上記予想と一定以上の乖離が見込まれる場合は、予想の修正を行うことがあります。 

３．単位未満の数値は切捨てにより表示しています。 

以 上 

* 本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

* 本投資法人のホームページアドレス  ：  http://www.naf-r.jp 
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【参考】平成 23 年８月期及び平成 24 年２月期 運用状況の予想の前提条件 

項 目 前 提 条 件 

営業期間 
・平成23年８月期 平成23年３月１日から平成23年８月31日までの184日間 

・平成24年２月期 平成23年９月１日から平成24年２月29日までの182日間 

運用資産・ 

営業収益 

・本投資法人が本書の日付現在保有する不動産及び不動産信託受益権は、63物件 

（以下「取得済資産」といいます。）です。 

・本投資法人は、19物件の不動産及び不動産信託受益権（以下「取得予定資産」といい

ます。）につき、本投資法人の投資口の発行がなされること等を停止条件とする売

買契約（取得）を締結済みです。取得予定資産及びその引き渡し時期は、以下を予

定しています。 

 ＜平成23年３月１日引き渡し予定＞ 

 「賃貸住宅」 

 パークアクシス新さっぽろ、パークアクシス横浜井土ヶ谷、パークアクシス千葉新

町、パークアクシス蒲田壱番館、パークアクシス千葉、パークアクシス台東根岸、

パークアクシス江坂広芝町、パークアクシス駒込、パークアクシスうつぼ公園、

パークアクシス板橋本町弐番館 

「その他アコモデーション資産」（学生寮・社宅） 

ドーミー芦屋、河合塾京都学伸寮、駿台堀川寮、ドミトリー洛北、立教大学国際交

流寮ＲＵＩＤ志木、ドーミー中板橋、フィロソフィア西台、ドーミー武蔵小杉 

＜平成23年４月１日引き渡し予定＞ 

 「賃貸住宅」 

芝浦アイランドエアタワー 

・上記の取得予定資産の取得後は、平成24年２月末日までに物件の異動（新規の取得、

 取得済資産の売却等）がないことを前提としています。 

・取得予定資産の収益については、前所有者等から提供を受けた情報、市場動向、 

 賃借人との契約その他を勘案し、算出しています。 

・物件全体の期末稼働率は、平成23年８月末及び平成24年２月末とも約95％と見込 

 んでいます。 

・実際には、運用資産の異動により変動する可能性があります。 

営業費用 

・費用計上する固定資産税及び都市計画税は、平成23年８月期281百万円、平成24年

２月期280百万円を見込んでいます。なお、前所有者と所有する日数に応じて精算

することとなる取得予定資産に係る固定資産税及び都市計画税については、当該精

算相当分は取得原価に算入されるため費用として計上されません。 

・建物の修繕費及び外注委託費は、営業期間において必要と予想される額を費用とし

て計上しています。なお、予想しがたい要因（建物の毀損等）に基づく修繕費もし

くは外注委託費が緊急に発生する可能性があること、一般的に年度による金額の差

異が生じる可能性があること、及び不定期に発生するものもあること等から、営業

期間の修繕費もしくは外注委託費が予想金額と異なる可能性があります。 

・減価償却費は、取得時の付随費用を含めて定額法により算出しており、平成23年 

８月期に1,583百万円、平成24年２月期に1,602百万円を見込んでいます。 
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有利子負債・ 

営業外費用 

・本書の日付現在、本投資法人の有利子負債残高は105,000百万円です。平成23年２ 

 月10日開催の本投資法人役員会で決定された新投資口の発行等（以下「今回新投資

口発行」といいます。）による手取金、新たに調達する借入金、及び自己資金によ

り取得予定資産を取得する予定です。 

・本予想の策定にあたり、今回新投資口発行及び取得予定資産の取得の全てが完了し

た後の有利子負債残高は113,000百万円となること、その後は、平成24年２月末日ま

で有利子負債残高は変動しないことを前提としています。なお、当該期間中に返済

期限の到来した借入金は全額借り換えることを前提としています。 

・支払利息及び投資法人債利息は、平成23年８月期に749百万円、平成24年２月期に 

752百万円（いずれも投資法人債発行費償却等の費用を全て含む）を見込んでいま 

す。 

・平成23年８月期の一時的な費用として、今回新投資口発行に係る費用として65百 

万円を見込んでいます。 

発行済投資口数 

・本書の日付現在発行済である156,178口に加え、今回新投資口発行に伴う37,500口

の公募による新投資口の発行及び2,500口の第三者割当による新投資口の発行の合

計40,000口の発行が全てなされることを前提としています。 

・その後は、平成24年２月末日まで新投資口の発行がないことを前提としています。

１口当たり 

分配金 

・各営業期間における１口当たり分配金は、今回新投資口発行が全て完了した後の予

想期末発行済投資口数196,178口を用い算出しています。 

・分配金（１口当たり分配金）の算出にあたっては、本投資法人の規約に定める金 

銭の分配の方針を前提としています。 

・テナントの異動等に伴う賃貸収入の変動や、物件の異動、金利の変動、新投資口 

の追加発行等により１口当たりの分配金の額が変動する可能性があります。 

１口当たり 

利益超過分配金 
・利益超過の分配については、本書の日付現在において行う予定はありません。 

 


